












要約：子どもをとりまく生活環境,家庭環境の変化にともない子どもの食生活も変化して

きている。とくに最近,小・中学生が自らの判断で手軽に購入できる食品,ファーストフー

ドと清涼飲料の生産量や売上げ高が著しく増加していることが指摘されている。本研究は

小・中学生とその家族を対象にして,このファーストフード,清涼飲料の摂取状況の実態調

査(アンケート調査)をおこない,このような食生活の変化が子どもの健康,すなわち身体面

(体格,疾患)と精神・心理面にどのような影響をあたえているかを明らかにしようとする

ものである。実態調査は大都市部,地方都市部,農村部の三地域にフィールドを設定し(約

4000 名の小・中学生),調査票の作成もほぼ完了している。平成 5 年度に本調査の実施が

予定されている。


